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創立50周年を迎えた社
会福祉法人嬉泉は、私の父
でもある故須藤晃弘前理事
長と故石井哲夫先生が共に
つくり上げてきました。石
井先生の現場で考えて実践
に活かせる良い環境を実現
させたいという思いが、父

と出会って嬉泉として構築されたのです。そもそ
もは日本女子体育大学に在学中だった私の妹が授
業で石井先生の「自閉症の施設が日本にはまだな
いけれども是非ひろげたい」という自閉症に対す
る熱い思いを伺い、それを妹が父に伝えたことか
らでした。父の何か社会にお役に立てることがで
きればという気持ちが、石井先生にお会いしてそ
の情熱に感銘を受け、昭和40年の財団設立となり
ました。その翌年に社会福祉法人になり、持って
いた土地と寄付金を提供し子どもの生活研究所が
創設され、父が理事長に就任しました。父は任せ
たら口を出さない。それが良いところです。子に
対しても同様で結構任せられる方は責任を感じま
すが、父は人を育てるのが上手だったと思います。

父は商売上手でもありました。東大の野村先生
の助言で食べ物商売がいいと戦後お煎餅屋を始め
ました。その利益で買った土地の一つが子どもの
生活研究所の土地です。でも父は子どもには「美
田」を残さなかった。財産は残さない、残すのは
教育だけ。儲けたお金は福祉法人嬉泉や病院に全

部つぎ込み、自分で生き方を決めなさいと考え方
がさばさばしている。その考え方に至った一番は、
やはり石井先生とめぐりあったことでしょう。石
井先生のお手伝いができたことが父の幸せだった
と思います。父はいつも私に、「世に生を得るは事
を為すにあり」（坂本龍馬）と言っていました。そ
して私利私欲なく、収益は世のため人のために還
元しなさいとも言っていました。昭和50年袖ケ浦
の土地も全部福祉法人嬉泉に寄付し法人名義とし
ました。

前理事長でもある父が昭和63年6月に亡くなり、
私が理事長に就任しました。創設の当時から関わ
り、状況も把握していますが、本日に至るまで石
井先生と皆さんのお力が全てです。

石井先生のすばらしいのは、現場の中での実践
を重んじていたことです。現場で子どもたちと共
に暮らして、子どもたちの特性を見抜いて自立を
促す、それがすごいと思います。石井先生は本当
に稀代な人物です。将来のことを思って本当に最
後まで職員へのスーパービジョンをされていたと
伺っています。

社会福祉法人嬉泉は、石井先生が亡くなられ石
井啓常務理事が就任し、50周年を迎えられるのは
業務内容の充実と健全経営の努力があってのこと
です。石井先生は本当に子どもが大好きで、子ど
もたちが立派に自立して社会参加することがお望
みでした。職員のみなさんには是非石井先生の熱
い思いを継いでいただきたいと思います。

社会福祉法人嬉泉　創立50周年を迎えて
社会福祉法人嬉泉　理事長　
医療法人社団嬉泉会　理事長　須藤　祐司
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私
た
ち
社
会
福
祉
法
人
嬉
泉
は
、
法
人

理
念
と
し
て
、〝
ミ
ッ
シ
ョ
ン
〟〝
支
援
方

針
〟〝
経
営
方
針
〟
の
三
つ
の
柱
を
立
て
、

各
事
業
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
目
指
す
方

向
性
と
な
す
べ
き
こ
と
と
し
て
の
〝
ミ
ッ

シ
ョ
ン
〟
は
、
日
々
の
生
活
の
中
で
、
支

援
さ
れ
る
人
も
支
援
す
る
人
も
皆
、
自
分

ら
し
さ
を
発
揮
し
、
そ
れ
を
認
め
合
え

る
「
誰
も
が
自
己
実
現
し
得
る
共
生
社
会

の
実
現
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
向
か
う
に
あ

た
っ
て
の
〝
支
援
方
針
〟
は
、
石
井
哲
夫

前
常
務
理
事
が
積
み
重
ね
て
き
た
実
践
で

あ
る
、
利
用
者
を
尊
重
し
、
表
面
的
な
言

動
だ
け
で
な
く
、
思
い
を
汲
み
取
り
理
解

し
て
関
わ
る
「
受
容
的
交
流
に
よ
る
利
用

者
支
援
」
で
す
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
実
際

に
遂
行
す
る
に
あ
た
り
、
組
織
の
管
理
運

営
に
必
要
不
可
欠
な
〝
経
営
方
針
〟
は
、「
明

確
な
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
基
づ

く
法
人
経
営
」
で
す
。
組
織
体
制
が
は
っ

き
り
し
て
お
り
、
役
割
分
担
が
明
確
で
責

任
の
所
在
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
と
て
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
に
も
お
伝
え
し
て
来
た
こ
と
で

す
が
、
近
年
、
わ
が
国
に
お
け
る
自
閉
症

（
発
達
障
害
）
支
援
の
潮
流
と
し
て
は
、「
構

造
化
」
及
び
「
応
用
行
動
分
析
」
と
い
っ

た
所
謂“

Evidence based”

な
支
援
技

法
が
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
大
事
な
支
援
技
法
で

あ
り
、
嬉
泉
に
お
い
て
も
現
に
構
造
化
的

な
対
応
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
一

方
で
、
客
観
的
に
表
現
で
き
な
い
人
の
気

持
ち
や
思
い
な
ど
は
、
そ
の
理
解
に
お
い

て
、
支
援
者
側
の
主
観
が
入
ら
ざ
る
を
得

ず
、
そ
う
し
た
支
援
者
の
感
覚
的
な
理
解

は
証
明
根
拠
が
な
い
と
い
う
理
由
で
、
否

定
さ
れ
て
し
ま
う
事
も
多
い
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
で
は
利
用
者

の
本
当
の
ニ
ー
ズ
に
辿
り
着
か
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
残
念
な

が
ら
傍
流
に
追
い
や
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
本
法
人
の
標
榜
す
る
、
利
用
者
の
内

面
を
重
視
し
援
助
者
と
の
人
間
関
係
で
支

え
る
と
い
う
「
受
容
的
交
流
の
立
場
に
立

つ
援
助
」
の
実
践
を
、
社
会
に
向
け
て
発

信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
新
年
度
は
、
前
年
度
に
引
き
続

き
、
各
事
業
所
の
援
助
実
践
を
「
受
容
的

交
流
」
の
立
場
か
ら
検
証
し
、
そ
の
有
効

性
に
立
脚
し
た
必
要
性
を
対
外
的
に
発
信

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、「
法
人
内
学
会
」
と
も
言
う
べ
き
実
践

研
究
の
研
鑽
の
場
を
作
り
、
事
業
所
間
ひ

い
て
は
拠
点
間
の
垣
根
を
越
え
た
事
例
検

討
を
通
し
た
職
員
同
士
の
「
受
容
的
交
流
」

を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

本
法
人
は
、
平
成
二
十
九
年
度
に
創
立

五
十
一
周
年
を
迎
え
ま
す
。
新
年
度
か
ら

の
新
規
事
業
と
し
て
、
世
田
谷
区
鎌
田
四

丁
目
に
整
備
す
る
認
可
保
育
所
「
鎌
田
の

び
や
か
園
」
の
開
設
を
四
月
に
控
え
る
一

方
で
、
世
田
谷
区
発
達
障
害
相
談
・
療
育

セ
ン
タ
ー
（
げ
ん
き
）
及
び
各
発
達
相
談

室
の
運
営
に
つ
い
て
、
前
年
度
に
行
わ
れ

た
指
定
管
理
者
の
選
定
に
漏
れ
、
そ
れ
ら

の
運
営
か
ら
離
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
そ
う
し
た
曲
折
が
あ
り
つ
つ
も
、
事

業
数
（
本
部
を
含
む
）
は
二
十
七
を
数
え
、

こ
の
仕
事
に
従
事
す
る
職
員
は
、
常
勤
者

三
百
六
十
一
名
、
非
常
勤
者
百
六
十
四
名
、

総
勢
五
百
二
十
五
名
（
平
成
二
十
九
年
一

月
一
日
現
在
）
と
い
う
陣
容
を
備
え
る
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
五
十
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を

経
て
、
記
念
事
業
（
後
記
）
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

ま
た
、
前
年
度
か
ら
引
き
続
き
社
会
福

祉
法
の
改
正
に
対
応
し
ま
す
。
改
革
の
ポ

イ
ン
ト
に
即
し
た
具
体
的
な
計
画
は
、
次

の
通
り
で
す
。

①
経
営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
と

し
て
、「
新
た
な
評
議
員
会
」
の
設
置
と
執

行
部
と
し
て
の
理
事
会
及
び
執
行
本
部
の

機
能
化
を
図
る
。

②
事
業
運
営
の
透
明
性
の
向
上
と
し

て
、「
情
報
公
開
規
程
の
整
備
」
と
そ
れ
に

基
づ
く
情
報
開
示
を
実
施
す
る
。

③
財
務
規
律
の
強
化
と
し
て
、
今
回
は

猶
予
措
置
の
と
ら
れ
た
外
部
監
査
の
導
入

を
、
三
年
後
の
施
行
に
向
け
て
予
備
調
査

の
実
施
を
検
討
す
る
。

④
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
と
し

て
、
各
拠
点
単
位
の
社
会
貢
献
活
動
を
明

確
化
し
実
践
す
る
。

更
に
前
年
度
よ
り
組
織
し
た
法
人
業
務

執
行
体
制
で
あ
る
「
執
行
本
部
」
は
、
上

記
に
加
え
て
次
の
課
題
に
取
り
組
む
た
め

に
更
な
る
改
編
を
行
い
ま
す
。

①
経
営
的
意
思
決
定
機
能
の
強
化

②
人
材
育
成
機
能
の
強
化

①
に
つ
い
て
は
新
規
事
業
の
検
討
や
既

存
事
業
の
経
営
分
析
、
資
金
運
用
等
、
②

に
つ
い
て
は
、
採
用
活
動
に
始
ま
り
、
人

法
人
理
念

支
援
方
針

社
会
福
祉
法
人
嬉
泉
の
平
成
二
十
九
年
度
の
基
本
方
針

社
会
福
祉
法
人
嬉
泉
　
常
務
理
事
　
石
井		

啓

経
営
方
針
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員
配
置
、
人
事
考
課
、
研
修
計
画
管
理
等

で
あ
り
、
そ
れ
ら
各
拠
点
に
散
在
す
る
情

報
を
法
人
全
体
で
一
元
化
し
、
き
め
の
細

か
い
経
営
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

機
能
化
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
人

材
を
法
人
本
部
に
結
集
し
、
実
体
の
あ
る

執
行
本
部
を
構
築
し
ま
す
。

通
常
事
業
に
お
け
る
業
務
執
行
は
、
従

来
ど
お
り
基
本
的
に
同
一
エ
リ
ア
内
に
あ

る
複
数
の
施
設
・
事
業
所
か
ら
成
る
「
事

業
拠
点
」
を
運
営
単
位
と
し
、
そ
の
事
業

場
の
長
で
あ
る
場
長
の
責
任
の
も
と
で
運

営
を
行
い
ま
す
。
拠
点
を
越
え
る
法
人
全

体
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
「
執
行

本
部
」
に
よ
り
業
務
を
執
行
し
ま
す
。
執

行
本
部
は
、
法
人
業
務
の
企
画
立
案
を
主

体
的
に
行
う
た
め
に
常
務
理
事
を
中
心
に

法
人
内
部
理
事
で
組
織
す
る
「
執
行
役
員

会
」
と
、
そ
の
執
行
役
員
会
の
企
画
立
案

に
基
づ
く
法
人
業
務
の
具
体
的
な
執
行
に

お
け
る
検
討
と
意
思
決
定
を
行
う
た
め
に

全
事
業
拠
点
の
場
長
が
参
集
す
る
「
場
長

会
」
と
か
ら
構
成
し
ま
す
が
、
本
年
度
か

ら
新
た
に
執
行
役
員
会
直
属
の
「
経
営
管

理
室
」
を
設
置
し
、
上
記
の
機
能
強
化
に

対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
執
行
役
員
の
う
ち

一
名
を
「
執
行
本
部
長
」
に
任
命
し
、
法

人
事
業
の
統
括
責
任
を
持
つ
よ
う
に
し
ま

す
。場

長
会
に
お
け
る
法
人
業
務
執
行
体
制

と
し
て
は
、
こ
れ
も
引
き
続
き
「
研
究
啓

発
局
」「
本
部
事
務
局
」
の
二
局
体
制
を
以

て
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
二
局
体
制
は
、
従

来
の
「
法
人
の
係
」
や
諸
委
員
会
を
包
摂

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
責
任
に
お
い
て
、

そ
れ
ら
の
業
務
を
掌
理
し
ま
す
。　

以
下
、
二
局
及
び
「
経
営
管
理
室
」
の

概
要
を
示
し
ま
す
。

1
、
経
営
管
理
室

①
採
用
人
事

②
人
材
育
成
管
理

③
新
規
事
業
検
討

④
関
連
団
体
対
応

⑤
外
郭
団
体
対
応

⑥
経
営
分
析
・
資
金
運
用

2
、
研
究
啓
発
局

①
自
閉
症
実
践
療
育
セ
ミ
ナ
ー
運
営
係

②
全
体
研
修
企
画
係

③
学
会
活
動
対
応
係

④
ア
ウ
ト
ス
運
営
係

⑤
広
報
委
員
会

⑥
援
助
理
論
・
技
術
研
究
開
発
委
員
会

3
、
本
部
事
務
局

①
理
事
会
・
評
議
員
会
開
催
事
務
係

②
規
程
整
備
検
討
委
員
会

③
法
務
対
応
係

④
予
算
決
算
編
成
係

⑤
契
約
・
資
産
管
理
係

⑥
バ
ザ
ー
実
行
委
員
会

⑦
内
部
統
制
委
員
会

⑧
災
害
対
策
委
員
会

⑨
事
故
防
止
委
員
会

⑩
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
委
員
会

⑪
人
権
擁
護
委
員
会（
虐
待
防
止
委
員
会
）

⑫
苦
情
解
決
委
員
会

⑬
名
簿
作
成
委
員
会

⑭
福
利
厚
生
検
討
委
員
会

法
人
創
立
五
十
周
年
を
記
念
し
た
記
念

式
典
を
、
外
部
の
方
々
を
お
招
き
し
て
以

下
の
通
り
行
い
ま
す
。

・
日
時　

平
成
二
十
九
年
九
月
十
四
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
三
時
～

・
場
所　

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京

記
念
式
典
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
式
典
に
合
わ
せ
、
記
念
紀
要
を

作
成
い
た
し
ま
す
。
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
嬉
泉
の
「
療
育
」・「
保
育
」・「
相
談
」

の
三
分
野
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
践

に
基
づ
き
、
嬉
泉
の
考
え
を
示
す
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
で
す
が
、
今
回
は
、
実
践
例

を
あ
げ
て
い
く
と
い
う
よ
り
は
、
理
論
的

な
部
分
を
強
調
し
て
纏
め
て
い
く
予
定
で

す
。
そ
こ
に
嬉
泉
と
関
係
の
深
い
方
々
か

ら
、
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
頂
き
、

そ
れ
ら
を
一
つ
に
し
て
編
集
す
る
予
定
で

す
。
記
念
式
典
に
て
、
皆
様
に
お
配
り
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
高
覧
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

§
§
§
§　

＊
＊
＊
＊
＊　

§
§
§
§

平
成
二
十
九
年
度
も
、
職
員
の
力
を
合

わ
せ
て
、
以
上
の
事
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。
今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
皆
様
の
お
力

添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

法
人
業
務
執
行
体
制

法
人
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
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（
嬉
泉
バ
ザ
ー
実
施
責
任
者　

樋
口
美
津
子
）

＊ 

第
五
十
二
回
バ
ザ
ー
の
収
益
を
左
記
の

通
り
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
日
（
日
曜

日
）、
世
田
谷
区
の
子
ど
も
の
生
活
研
究
所

に
お
い
て
、
第
五
十
二
回
嬉
泉
バ
ザ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
八
百
三
十

名
を
超
え
る
大
勢
の
方
々
に
ご
来
場
い
た

だ
き
、
盛
況
の
内
に
バ
ザ
ー
を
終
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

嬉
泉
バ
ザ
ー
は
法
人
設
立
当
初
か
ら
、

民
間
事
業
者
と
し
て
独
自
の
資
金
確
保
を

お
こ
な
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
開
催
し

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
石
井
哲
夫
前
常
務

理
事
（
故
人
）
は
、
地
域
の
皆
様
や
私
ど

も
の
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

方
々
と
の
交
流
を
と
て
も
大
切
に
し
て
お

り
、
バ
ザ
ー
も
そ
の
大
切
な
機
会
と
考
え

て
き
ま
し
た
。
法
人
内
の
事
業
所
職
員
が

気
持
ち
を
揃
え
て
、
協
働
し
、
も
て
な
し

の
気
持
ち
や
気
配
り
を
意
識
し
な
が
ら
お

客
様
を
迎
え
る
こ
と
も
、
支
援
者
と
し
て

の
日
々
の
支
援
に
繋
が
る
大
事
な
心
得
と

し
て
教
え
ら
れ
た
こ
と
も
覚
え
て
い
ま

す
。今

年
度
バ
ザ
ー
を
開
催
す
る
に
あ
た
り

法
人
の
バ
ザ
ー
企
画
委
員
会
で
バ
ザ
ー
の

方
向
性
を
確
認
し
、
そ
の
後
子
ど
も
の
生

活
研
究
所
で
場
長
や
園
長
達
で
集
ま
り
ま

し
た
。
こ
こ
数
年
は
人
材
育
成
を
考
え
、

若
い
リ
ー
ダ
ー
が
各
責
任
を
担
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
今
回
は
各
園
長
達
が
自
ら

部
門
責
任
者
と
な
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
取
り
な
が
ら
自
発
的
に
バ
ザ
ー
の
企
画

運
営
に
関
わ
り
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
の
継

承
と
、
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
加
え
た
今

年
の
バ
ザ
ー
を
作
り
あ
げ
よ
う
と
動
き
出

し
ま
し
た
。

法
人
本
部
が
あ
る
子
ど
も
の
生
活
研
究

所
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、

身
近
な
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
て

い
く
こ
と
を
考
え
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
抽
選
券
付
き

の
も
の
と
し
、
呼
び
込
み
を
し
ま
し
た
。

そ
し
て
事
前
に
地
域
の
防
災
運
動
会
に
職

員
が
参
加
し
、
バ
ザ
ー
の
案
内
も
し
ま
し

た
。
子
ど
も
の
生
活
研
究
所
が
あ
る
千
歳

船
橋
の
イ
ベ
ン
ト
で
人
気
の
「
チ
ト
フ
ナ

マ
ン
」の
出
演
も
、「
子
ど
も
が
フ
ァ
ン
で
」

と
い
う
お
母
さ
ま
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
る
な
ど
、
当
日
を
賑
わ
せ
大
人
気
で
し

た
。
食
堂
部
門
は
小
学
生
が
ワ
ン
コ
イ
ン

で
買
い
や
す
い
メ
ニ
ュ
ー
を
企
画
し
、
食

材
は
保
護
者
の
方
や
日
頃
給
食
で
お
付
き

合
い
の
あ
る
お
店
か
ら
の
御
寄
附
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
販
売
部
門
で
も
手
の

込
ん
だ
刺
し
子
や
縫
い
物
製
品
は
保
護
者

の
方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
ま
た
後
援

会
コ
ー
ナ
ー
は
、
職
員
や
保
護
者
が
一
緒

に
袖
ケ
浦
の
施
設
で
栗
拾
い
を
し
作
っ
た

「
栗
の
渋
皮
煮
」
が
と
て
も
好
評
で
し
た
。

体
験
コ
ー
ナ
ー
も
憩
い
の
場
と
な
り
ま
し

た
。年

々
、
寄
附
物
品
を
集
め
る
こ
と
も
難

し
く
な
り
、
バ
ザ
ー
自
体
も
昔
に
比
べ
れ

ば
大
分
縮
小
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

い
つ
も
バ
ザ
ー
を
終
え
る
度
に
、
多
く
の

方
々
の
温
か
い
思
い
や
支
え
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
、
改
め
て
、
地
域
や
関
係
者
の
皆
様

に
「
嬉
泉
バ
ザ
ー
に
来
て
良
か
っ
た
」
と

言
っ
て
も
ら
え
る
良
い
バ
ザ
ー
を
目
指

し
、
私
達
は
今
後
も
工
夫
や
努
力
を
重
ね

て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
回
も
嬉
泉
後
援
会
の
皆
様
を
は
じ
め

と
し
て
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係

者
の
皆
様
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

第
五
十
二
回
嬉
泉
バ
ザ
ー
報
告

係 収入

献品 336,069円

手芸 69,169 円

産直・委託 104,869 円

食堂 249,129円

広報 33,989 円

後援会 169,554円

総務 387,064円

合計 1,349,843円
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新
規
事
業
所

『
送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』
と

　
　
　
　
　『
鎌
田
の
び
や
か
園
』

送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
、
今
年
の

四
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
昨
年
発

行
さ
れ
た
嬉
泉
新
聞
で
お
伝
え
し
ま
し
た

通
り
、
こ
の
事
業
は
世
田
谷
区
に
お
い
て

初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
今
般
の
世
田
谷

区
に
お
け
る
待
機
児
童
・
保
育
需
要
の
格

差
を
解
消
す
る
と
共
に
、
入
園
希
望
保
育

園
の
選
択
肢
の
幅
を
広
げ
る
効
果
が
期
待

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
世
田
谷
区
内
外
で

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

こ
の
送
迎
保
育
事
業
と
は
、
送
迎
拠
点

と
な
る
場
所
に
、
保
護
者
は
子
ど
も
を
送

迎
し
、
連
携
先
と
な
る
同
法
人
内
の
保
育

園
（
す
こ
や
か
園
ク
ジ
ラ
・
宇
奈
根
な
ご

や
か
園
・
鎌
田
の
び
や
か
園
）
に
保
護
者

に
代
わ
り
、
バ
ス
で
送
迎
す
る
事
業
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
朝
夕
を
拠
点
と
な
る
成

城
の
な
ご
や
か
園
分
園
成
城
の
一
室
で
過

ご
し
、
日
中
は
連
携
園
で
活
動
に
参
加
す

る
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

現
在
、
な
ご
や
か
園
分
園
成
城
に
所
属

す
る
2
歳
児
グ
ル
ー
プ
の
子
ど
も
た
ち

は
、
3
歳
児
グ
ル
ー
プ
に
進
級
す
る
際
、

こ
の
送
迎
保
育
事
業
を
利
用
し
、
各
連
携

園
に
進
級
す
る
形
と
な
り
ま
す
。

な
ご
や
か
園
分
園
成
城
は
、
成
城
の
商

店
街
の
中
に
あ
る
住
友
生
命
ビ
ル
の
一
階

に
あ
り
、
場
所
柄
自
然
や
公
園
も
少
な
く
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
物
足
り
な
い
環

境
と
も
言
え
ま
す
が
、
こ
の
送
迎
保
育
事

業
に
移
る
こ
と
で
、
3
歳
児
以
降
子
ど
も

に
と
っ
て
必
要
な
環
境
が
担
保
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
送
迎
保
育
事
業
に
関
し
て
は
、
法

人
に
お
い
て
も
初
め
て
の
試
み
と
な
り
、

不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
有
益
な
条
件
と
な
る
よ
う
職
員
一

同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
同
時
期
に
嬉
泉
と
し
て
は
、
三

園
目
と
な
る
認
可
保
育
所
の
本
園
が
開
園

い
た
し
ま
す
。
こ
の
認
可
保
育
所
は
、
宇

奈
根
な
ご
や
か
園
よ
り
徒
歩
十
分
と
多
摩

川
流
域
の
田
園
地
帯
に
近
く
、
二
子
玉
川

と
隣
り
合
わ
せ
の
鎌
田
の
住
宅
に
派
手
に

主
張
す
る
こ
と
な
く
控
え
目
で
地
域
に
溶

け
込
む
よ
う
に
立
っ
て
い
ま
す
。

園
名
は
、
地
域
の
希
望
を
反
映
し
、
鎌

田
の
地
名
を
と
っ
て
『
鎌
田
の
び
や
か
園
』

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
『
鎌
田
の

び
や
か
園
』
は
、
す
こ
や
か
園
・
宇
奈
根

な
ご
や
か
園
と
同
じ
く
、
子
ど
も
の
豊
か

な
成
長
・
発
達
を
形
容
す
る
言
葉
を
用
い

て
お
り
、
嬉
泉
が
目
指
す
保
育
の
在
り
方

を
園
名
を
通
し
て
関
係
す
る
人
々
や
地
域

に
伝
え
て
い
ま
す
。

鎌
田
の
び
や
か
園
は
、『
子
ど
も
た
ち

が
子
ど
も
ら
し
く
、
の
び
の
び
と
過
ご
し
、

乳
幼
児
期
に
必
要
と
さ
れ
る
経
験
を
も
っ

て
多
く
を
学
び
、
主
体
性
が
育
ま
れ
る
保

育
』
を
叶
え
ら
れ
る
よ
う
に
と
、
必
要
最

低
限
の
も
の
は
用
意
し
つ
つ
も
、
初
め
か

ら
全
て
の
物
を
用
意
せ
ず
、
子
ど
も
た
ち

と
暮
ら
す
中
で
、
一
つ
一
つ
一
緒
に
作
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
が
『
何
も
な
い
園

庭
』
で
す
。
見
方
に
よ
っ
て
は
、
粗
雑
な

環
境
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

何
も
な
い
園
庭
だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
た

ち
が
欲
し
い
も
の
を
一
緒
に
作
っ
て
い
け

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
大

人
の
力
量
も
問
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

他
に
は
な
い
魅
力
的
な
遊
び
場
に
変
わ
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
私
自
身
も

楽
し
み
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
は
、
間
近
に
迫
っ
た
開
園
を
滞
り

な
く
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
は
、

こ
の
『
鎌
田
の
び
や
か
園
』
で
私
た
ち
と

生
活
を
共
に
す
る
子
ど
も
た
ち
（
0
歳
児

～
5
歳
児
の
77
名
）
が
安
心
し
て
の
び
や

か
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
開
園
の
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
お
近
く
に
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、是
非
『
鎌

田
の
び
や
か
園
』
と
そ
こ
で
暮
ら
す
子
ど

も
た
ち
の
様
子
を
覗
い
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
。　
　

心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
鎌
田
の
び
や
か
園　

園
長　

坂
田
朗
）（　鎌田のびやか園　園舎　）

（　鎌田のびやか園　玄関　）
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　嬉泉では、いろいろな事業所でいろいろな自主生産品を作っています。
　今回はその中から、袖ケ浦ひかりの学園と板橋区にある赤塚福祉園の美味しいパンやお菓子などをご紹介
します。憩いのひとときに、ご贈答用に是非どうぞ。

★ 袖ケ浦ひかりの学園

★ 赤塚福祉園「はばたきラスク」

★　 価格はすべて税込みです。
★　 食品以外にもアトリエ AUTOS のカレンダー・ポストカード・絵画等、赤塚ＡＴＢの創作作品も販売

しております！
★　 ご注文は（袖ケ浦ひかりの学園℡０４３８−６２−９１２１）（赤塚福祉園℡０３−５３８３−５７４１）まで！

＜菓子工房＞
厳選した材料を使って、
すべて手作りで作って
います。クッキー・パ
ウンドケーキなどバラ
エティー豊かな味をご
用意しております。

＜潮騒工房＞
伝統ある高級ふりかけ、薫り
高い本醸造醤油、しっとりと
した佃煮風ふりかけなどをご
用意しております。

ご希望にあわせて贈答用の箱
詰めもございますのでご利用
ください。

クッキー
100 円～ 180 円

パウンドケーキ
400 円

＜パンから手作り＞
機械を使わず生地は手ごねで作っています。小
麦の風味を生かし弾力がありもっちりとしたパ
ンに仕上がります。

＜ラスク＞
赤塚福祉園の「はばたきラスク」は焼き上がったこだ
わりのパンをスライスし、焦がしバターを丁寧にしみ
込ませた香ばしい風味に仕上げています。

シュガー、ガーリック、レーズン、シナモン、ハシッコ、ガリッコ 　　 　　　　　　　　各１１０円
ハニーラスク、チョコレートラスク、ホワイトチョコラスク、チョコッコ（冬季限定）　　各１３０円


